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あらまし：反転授業では，事前学習活動での基礎知識の獲得が重要となる．本研究では，基礎知識の獲得

のための活動として，キットビルド概念マップを事前学習段階に導入し，その影響について調査する．そ

のために，キットビルド概念マップを利用した年度とそうでない年度の同一授業のコメントシート２年

分を質的に分析する． 
キーワード：反転授業，キットビルド概念マップ 

 
 
1. はじめに 
近年の情報技術の発展に加え，COVID-19 の拡大

により，オンライン教育が急速に普及しつつあり，

その授業形態の一つに反転授業がある．反転授業で

は，事前学習段階において獲得した知識を用いた活

動を行うため，事前学習段階における，学習者の基

礎知識の獲得が重要とされている． 
本研究では，反転授業内にキットビルド概念マッ

プ（KB マップ）を導入し，それが基礎知識の獲得に

与えた影響に関して，質的に分析を行う． 
 
2. 反転授業 
反転授業とは，従来の授業形態とは反対に，授業

前に，学習者が事前にビデオ教材などの教材を用い

て，基礎知識の獲得を済ませる形式である（1）．従来

の授業形態では，授業内で知識を伝達し，授業外で，

学習者は教授者によって伝達された知識を用いた演

習を，宿題といった形で行う． 
反転授業では，事前学習段階での学習者の基礎知

識の獲得が重要となる．これは，授業内で行う基礎

知識を用いた発展的な活動の質が，事前学習段階に

おける学習者の基礎知識の獲得状況に左右されるか

らである． 

 
3. キットビルド概念マップ 
概念マップとは，概念を表す「ノード」および概

念間の関係を表す「リンク」によって構成される「命

題」の集まりによってできた意味的構造を，図的に

表現したものである（2）． 
概念マップを用いた実践は数多く実践され，学習

効果が得られている．一方で，マップを作成する学

習者によって，同一テキストを利用していても，作

成されるマップが異なるため，教授者による即時診

断が困難となることが指摘されている． 
 

 
図 1 ゴールマップの例 

   
図 2 キットの例 

 
KB マップとは，概念マップにキットビルド方式

を取り入れたものである．KB マップでは，教授者が

予め，教科書などのテキストから，ノードとリンク

を抽出し，基準となるマップ（ゴールマップ）を作

成する．それをノードとリンクに分解し，「キット」

として学習者に配布し，学習者は，与えられたキッ

トを用いて，マップの再構成を行う．ゴールマップ
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の例を図 1，キットの例を図 2 に示す． 
KB マップでは，学習者がマップを作成しないも

のの，概念マップを学習者が一から作成した場合と

同様の学習効果がある（3）．また，学校現場での実践

においてその有効性が示されている（4）． 
 

4. キットビルド概念マップの反転授業への
導入 

本研究では，反転授業での事前学習において，基

礎知識を獲得を支援するものとしてキットビルド概

念マップの導入を提案する．手順としては，まず，

教授者が事前学習用教材の内容からマップを作成し，

それをもとにキットを作成する．次に，学習者が事

前学習用教材を利用した後に，作成しておいたキッ

トを配布し，再構成をさせる．キットビルド概念マ

ップを利用することで，事前学習教材に対して，小

テストなどでの質問による学習内容の断片的な振り

返りではなく，全体的な振り返りを支援する． 
提案手法を，２０２２年度にH大学で開講された，

デジタル教材の作成に関する授業にて導入した．実

践は全１５回あるうちの３回分の授業で行われ，１

回目では，事前学習段階において KB マップは用い

ず，授業者による説明もかねて，学習者は授業中に

授業内容に関するマップを再構成した．２回目以降

は，事前学習段階において配布された事前学習教材

（１本あたり約１０分の動画教材を数本）を利用後，

マップの再構成を行った．さらに，本実践では，事

前学習段階の他に，授業内で授業者からのフィード

バック後に，マップの再構成活動を行っている． 
 

5. 分析 
 前節で述べた実践後に，学習者によって記述され

たコメントシートを対象に，質的分析を行った．ま

た，同様の分析を，２０２１年度に行われた KB マ

ップを利用していない同一授業のコメントシートに

も行う．両年度とも，コメントシートは，授業内で

学んだことや気づいたことを記述させる内容になっ

ている．なお，２０２１年度の回答人数は各回それ

ぞれ２３名，１９名，２３名であり，２０２２年度

は各回それぞれ２９名，２８名，２９名である． 

5.1 分析手法 

次の手順で，質的分析としてコード化を行った．

まず，各コメントを１文ずつに区切る．次に，区切

られた各文から，その文が表す内容を概念として抽

出し，抽出された概念を，それぞれ意味の似通った

もの同士で集め，１つの集合とする．最後に，複数

の集合の関係性を相関図として図的に表現し，得ら

れた相関図をもとに考察を行う． 

5.2 分析結果 

 分析を行った結果，図 3 および図 4 に示す相関図

が得られた．これらの相関図を比較した結果，２０

２２年度のほうが，宣言的知識に関する概念が多く

抽出され，その結果，宣言的知識に関する考察や感

想が多く起こったということが示唆された． 

 
図 3 ２０２１年度の相関図 

 
図 4 ２０２２年度の相関図 

 
6. まとめ 
本研究では，反転授業の事前学習段階における基

礎知識の獲得の重要性に着目し，反転授業内にキッ

トビルド概念マップを導入する手法を提案した． 
提案手法を大学の講義内に導入し，得られたコメ

ントシートに対して，質的分析を行った．その結果，

大まかな年度間の違いとして 2021 年に比べ，2022
年のほうが宣言的知識の獲得に関する記述や考察な

どが多くみられた． 
今後の課題としては，今回得られた結果の妥当性

の検討や，グラウンデット・セオリー・アプローチ
（5）のような，異なる質的な分析を行うことによって

このような傾向が出たプロセスをより詳細に明らか

にしたいと考えている． 
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